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１

例
大
祭

令
和
三
年

８
月
２
９
日(

日)

例
大
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年

に
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
ま
た
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染

者
が
急
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
神
事
の
み
執
り
行
い
ま
し

た
。
例
年
は
、
高
円
寺
名
物
の
阿
波
お
ど
り
で
町
が
賑
わ
い
、
神

社
境
内
で
も
多
く
の
露
店
出
店
が
あ
り
、
神
楽
殿
で
の
奉
納
芸
能

が
祭
り
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
全
て
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

例
大
祭
で
は
氏
子
総
代
を
は
じ
め
、
氏
子
崇
敬
者
、
ご
来
賓
の

方
々
に
ご
参
列
し
て
戴
き
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ

り
宮
司
以
下
、
祭
員
、
参
列
者
が
社
務
所
前
に
並
び
、
社
殿
ま
で

参
進
し
て
神
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
修
祓
を
受
け
た
後
に
、

宮
司
一
拝
、
開
扉
、
巻
簾
、
献
饌
と
続
き
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏

上
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
司
に
続
き
、
氏
子
総
代
責
任
役

員(

渡
辺
忠
司
様
、
大
河
原
章
雄
様)

を
は
じ
め
、
氏
子
総
代
、
ご

来
賓
の
皆
様
が
玉
串
を
ご
神
前
に
奉
り
、
こ
の
一
年
の
神
恩
感
謝

を
ご
奉
告
し
、
ま
た
次
の
一
年
が
安
寧
、
弥
栄
、
心
穏
や
か
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
祈
念
し
ま
し
た
。

二
年
連
続
で
過
去
に
な
い
形
の
例
大
祭
で
し
た
が
、
無
事
に
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
関
係
者
す
べ
て
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

つ
つ
一
つ
一
つ
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

例大祭終了後に参加者で記念撮影

今
年
も
神
幸
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
ぶ
り
に

本
社
神
輿
庫
を
開
扉
し
ま
し
た



氷 川 神 社 社 報

２

令和３年９月吉日 第１８６号 (令和３年９月号)

以前の状態
とても荒れていました

例
大
祭
奉
納
者
ご
芳
名

令
和
三
年

順
不
同
・
敬
称
略

８
月
３
１
日
時
点

朝
か
ら
厳
し
い
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
時
よ
り
例
大
祭
と
な
り

ま
し
た
。
宮
司
を
先
頭
に
参
加
者
で
参
進
し
、
拝
殿
に
昇
殿
し
ま
し

た
。
蒸
し
暑
い
中
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
ご
参
列
は
お
体
に
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
て
本
当

に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

金
壱
拾
萬
円

氏
子
有
志
一
同

紺
谷
尚
昌

金
参
萬
円

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
和
雄

金
弐
萬
円

氏
子
総
代
責
任
役
員
渡
辺
忠
司

㈲
田
丸
屋
不
動
産
山
下
正
宏

沖
縄
居
酒
屋
抱
瓶

高
円
寺
ビ
ル
大
河
原
三
恵
子

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

氏
子
地
域
町
会
奉
納

北
一
丁
目
町
会

北
二
丁
目
町
会

北
中
央
自
治
会

北
庚
申
文
化
会

中
通
町
会

南
五
丁
目
町
会

南
中
央
通
り
町
会

南
氷
川
町
会

緑
ヶ
丘
町
会

金
壱
萬
円

㈱
大
一
栃
木
屋
商
店
宇
賀
神
総
一

奥
田
敬
三

わ
ら
じ
や
山
岸
正
博

氷
川
神
社
神
幸
祭
委
員
会
委
員
長

由
井
営
太
郎

高
南
宝
扇
会

中
村
司

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

氏
子
総
代
責
任
役
員
村
田
光
紘

伊
藤
康
雄

㈱
茶
処
つ
き
じ
奥
光
一

南
中
央
通
り
商
店
会

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

金
伍
阡
円

大
河
原
善
雄

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
高
円
寺
支
店

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
阿
佐
ヶ
谷
支
店

島
田
和
菓
子
店

Ｂ
Ｎ
高
円
寺
高
山
康
雄

合
同
会
社
マ
ル
ミ

藤
森
ハ
ル
エ

杉
並
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
山
田
大
輔

鑓
田
康
江

氏
子
総
代
藤
崎
明

氏
子
総
代
西
川
正
雄

清
酒

㈱
三
井
住
友
銀
行
高
円
寺
支
店

氏
子
有
志
一
同

宮
本
卯
之
助
商
店

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク
産
後
整
体
院

鯛Ｂ
Ｎ
高
円
寺
高
山
康
雄

～例大祭の様子～

本殿の御扉を開扉して氏神様をお迎えしました
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夢
☆
カ
フ
ェ

気
象
予
報
士
試
験
対
策

春
の
通
学
講
座

昨
春(

令
和
２
年) 

気
象
予
報
士
の
中
島

俊
夫
さ
ん
が
「
高
円
寺
を
気
象
の
聖
地
に

し
た
い
」
と
い
う
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、

高
円
寺
の
パ
ル
商
店
街
に
気
象
予
報
士
受

験
講
座
の
教
室
を
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
中

島
さ
ん
と
は
ご
縁
が
あ
り
、
昨
秋
に
気
象

神
社
に
て(
社
務
所
会
議
室
内)

通
学
講
座

を
開
講
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
春

も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、

少
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
気
象
神
社
で
通
学
講
座
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

~夢☆カフェ~

代表者：中島俊夫(なかじまとしお)
所在地：高円寺南3-46-9

プラザU402号
(パル商店街内)

☎：080-3555-9364
e-mail：
kishou_katekyo@yahoo.co.jp

公式サイト：
「夢☆カフェ 高円寺」で検索ください

第5６回気象予報士試験

合格祈願(夢☆カフェ)

８
月
２
１
日(

土) 

「
夢
☆
カ
フ
ェ
」
代
表
の

中
島
俊
夫
さ
ん
が
第
５
６
回
気
象
予
報
士
試
験

の
夢
☆
カ
フ
ェ
生
徒
、
全
国
の
受
験
生
の
皆
様

の
合
格
祈
願
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
俊
夫
さ
ん
は
気
象
予
報
士
で
気
象
予
報

士
講
座
の
講
師
、
気
象
予
報
士
の
劇
団
「
お
天

気
し
る
べ
」
主
催
、
著
書
多
数
、
気
象
関
係
の

演
劇
の
監
修
な
ど
も
さ
れ
て
お
り
、
昨
春
、

「
高
円
寺
を
『
気
象
の
聖
地
』
に
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
高
円
寺
に
気
象
予
報
士
講
座
の
教

室
を
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
昨
春
よ
り
ご
縁
を
戴

き
、
気
象
神
社
で
の
合
格
祈
願
や
、
気
象
神
社

で
通
学
講
座
を
開
講
す
る
な
ど
一
つ
一
つ
夢
☆

カ
フ
ェ
の
夢
実
現
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
戴
い
て

お
り
ま
す
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
再
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
再
発
出
の
為
、
夢
☆
カ
フ
ェ
の
生
徒
の
皆
さ

ん
は
ご
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
島
さ

ん
が
代
表
と
し
て
全
国
で
気
象
予
報
士
合
格
を

目
指
す
皆
様
の
健
康
と
合
格
を
祈
願
さ
れ
ま
し

た
。
気
象
神
社
は
引
き
続
き
、
氏
子
で
も
あ
る

「
夢
☆
カ
フ
ェ
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現在NHK月曜～金曜 8:00-
8:15連続テレビ小説「おか
えりモネ」が放送されてい
ます。中島さんは当番組で
気象に関する監修をされて
います。

通学講座の会場となった
社務所会議室内の様子
昔の寺小屋のようなイメージ
が再現できました

高
円
寺
中
通
町
会

神
輿
・
引
き
太
鼓
清
祓

８
月
２
７
日(

金) 

中
通
町
会
の
神
輿
と
引
き
太
鼓
の
清

祓
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
同
町
会
に
は
氷
川
神
社
の

例
大
祭
時
、
神
輿
と
引
き
太
鼓
が
地
元
町
会(

中
通
り
商

店
街
を
中
心
に)

を
巡
幸
し
ま
す
。
今
年
も
昨
年
に
続
き

コ
ロ
ナ
の
為
、
神
輿
を
巡
幸
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
神
輿
を
清
祓
し
て
、
来
年
巡
幸
で
き
る
よ
う

に
祈
願
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
来
年
夏
に
高
円
寺
の
町
を

巡
幸
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

合
格
祈
願
の
様
子(

右)

下
駄
絵
馬(

左)
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ひ
か
わ
１
８
６
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
猛
暑
が
続
い
た
か
と

思
い
き
や
、
日
本
各
地
で
大
雨

が
続
き
大
変
き
び
し
い
天
候
が

続
き
ま
し
た
。
デ
ル
タ
株
の
蔓

延
に
よ
る
感
染
者
も
全
国
で
急

拡
大
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
度
も
無
事

に
例
大
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
規

模
を
最
小
限
に
し
て
神
事
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
先
の
見
え
な
い
状
況
が
続

き
ま
す
が
、
日
々
氏
神
様
に
感

謝
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記
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今
月
の
盆
栽

氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

🌸

お
知
ら
せ

🌸

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
為
、
マ
ス

ク
着
用
、
適
切
な
間
隔
の
確
保
、
消
毒

や
換
気
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら

現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象
と
な
り
ま
す)

令和３年９月の御朱印【氷川神社】
・お月見団子の三つ巴
・重用の節句と十五夜のハンコ

【気象神社】
・今月のお天気のハンコは、満月
のハンコ
・菊酒の盃とお銚子のハンコ
※公式サイトに過去の御朱印を掲載
してますので、ご覧ください。

◆
玉
垣
建
立
工
事

昨
秋
か
ら
ご
奉
納
を
募
っ
て
お
り
ま

し
た
玉
垣
建
立
事
業
で
す
が
、
よ
う
や

く
奉
納
者
が
全
て
集
ま
り
、
刻
印
内
容

の
最
終
確
認
も
終
え
ま
し
た
の
で
、
工

事
開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
長
い

時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
工
事
は
９~

１
０
月
か
ら
開

始
予
定
で
す
。

玉垣建立予定地

気
象
神
社

参
道
整
備

今
春
か
ら
気
象
神
社
の
参
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
職
員
の
み
で
進
め
て
い
る
た
め
、
時
間
は

か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
確
実
に
整
備
は
進
ん
で
い

ま
す
。
初
夏
に
は
白
砂
を
入
れ
ま
し
た
が
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
下
駄
絵
馬
掛
け
の
両
脇
に
赤
レ

ン
ガ
を
設
置
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
地

道
に
確
実
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

整
地
を
し
て
、
新
し
い
砂
を
入
れ
て
か
ら
石
や

赤
レ
ン
ガ
を
設
置
し
ま
し
た

地
道
に
で
す
が
確
実
に
参
道
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す


